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  （百万円未満切捨て）

１．令和２年３月期第３四半期の連結業績（平成31年４月１日～令和元年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

２年３月期第３四半期 16,004 14.6 1,130 108.5 1,174 99.4 709 72.8 

31年３月期第３四半期 13,965 2.7 542 33.6 588 27.4 410 42.0 
 
（注）包括利益 ２年３月期第３四半期 756 百万円 （537.3％）  31年３月期第３四半期 118 百万円 （△85.6％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

２年３月期第３四半期 118.21 - 

31年３月期第３四半期 68.43 - 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

２年３月期第３四半期 24,390 18,599 67.8 2,758.43 

31年３月期 24,392 17,898 65.6 2,668.45 
 
（参考）自己資本 ２年３月期第３四半期 16,547 百万円   31年３月期 16,007 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

31年３月期 - 3.75 - 3.75 7.50 

２年３月期 - 3.75 -     

２年３月期（予想）       3.75 7.50 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．令和２年３月期の連結業績予想（平成31年４月１日～令和２年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,330 2.2 1,110 9.1 1,166 9.0 705 12.2 117.52 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  -社  （社名）-、    除外  -社  （社名）- 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ２年３月期３Ｑ 6,000,000 株 31年３月期 6,000,000 株 

②  期末自己株式数 ２年３月期３Ｑ 1,102 株 31年３月期 1,036 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） ２年３月期３Ｑ 5,998,900 株 31年３月期３Ｑ 5,999,025 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については添付資料P2「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 

 



(参考）令和２年３月期の個別業績予想（平成31年４月１日～令和２年３月31日） 
  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 6,710 0.0 552 7.8 443 11.1 73.91 

(注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
＊業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料Ｐ２「１.当四

半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は輸出など一部に弱さがみられるものの、雇用情勢の改善など

が続き、緩やかな回復基調で推移しました。その一方、世界経済においては、米国と中国の貿易摩擦の長期化や

英国のＥＵ離脱問題、中東情勢の緊迫化など先行き不透明な状況が続き、株式市況などを通じ国内経済への影響

も無視できないものとなっています。 

 このような状況のなかで、それぞれ異なる分野で事業活動を展開する当社グループは、各事業部門において積

極的な営業活動とサービスの提供に努めました。その結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は160

億４百万円（前年同期比114.6％）となり、前年同期に比べ20億３千８百万円の増収となりました。 

 また、利益面におきましては、営業利益は11億３千万円（前年同期比208.5％）、経常利益は11億７千４百万円

（前年同期比199.4％）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億９百万円（前年同期比172.8％）とな

りました。 

事業の部門別の概況は次のとおりであります。 

〔放送事業〕

 放送事業におきましては、ラジオでは、スポット収入が伸び悩み、タイム収入も振るわず、全体では前年同期

を下回りました。テレビでは、タイム収入が堅調に推移しましたが、収益の柱であるスポット収入が落ち込み、

前年同期を下回りました。その他の収入においては、他局へのＣＭ取り次ぎ業務の減少により前年同期を下回り

ました。全体では営業費用を抑えることで利益の確保に努めました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は47億９千６百万円（前年同期比95.2％）となり、営業利益で

は３億９千万円（前年同期比121.0％）となりました。 

〔情報処理サービス事業〕 

 情報処理サービス事業におきましては、上期における消費税増税前の駆け込み需要に加え、第３四半期におけ

る大型案件が計画通り進捗しました。これによりシステム開発及びパソコン機器販売が順調に推移し、収入を押

し上げました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は106億６千万円（前年同期比128.1％）となり、営業利益は７

億２千５百万円（前年同期比347.8％）となりました。 

〔建物サービスその他事業〕 

 建物サービスその他事業におきましては、営業部門において、ＳＮＳ広告やＣＭ素材制作などの受注が順調で

増収となりました。施設管理部門では、オフィスビルの空調設備更新工事を受注したものの、商業施設のテナン

ト入退去に伴う内装監理業務などが伸びず、前期を下回りました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10億３千５百万円（前年同期比96.7％）となり、営業利益で

は１千７百万円（前年同期比165.9％）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（財政状態の分析） 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は243億９千万円となり、前連結会計年度末と比較して２百万円減少いた

しました。

 資産の部では、流動資産が117億２千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５千５百万円減少しており

ます。これは主にたな卸資産が９億１千６百万円、その他の流動資産が１億４千７百万円増加したものの、受取

手形及び売掛金が13億１千１百万円減少したことなどによります。固定資産は、126億６千６百万円となり、前連

結会計年度末に比べて１億５千２百万円の増加となりました。これは有形固定資産が３億６千４百万円減少した

ものの、無形固定資産が３億円、投資その他の資産が２億１千７百万円増加したことによります。

 負債の部では、流動負債が45億５千２百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億６千３百万円減少してお

ります。これは主に未払金が３億９千６百万円減少したことなどによるものであります。固定負債は12億３千８

百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億３千９百万円の減少となりました。これは主にリース債務が１億

３千３百万円、その他の固定負債が９千１百万円減少したことによります。

 純資産の部では、利益剰余金の増加６億６千４百万円、その他有価証券評価差額金の減少１億３千２百万円、

退職給付に係る調整累計額の増加８百万円、非支配株主持分の増加１億６千１百万円により185億９千９百万円と

なり、前連結会計年度末に比べて７億１百万円増加いたしました。以上の結果、自己資本比率は67.8％となり、

前連結会計年度末に比べて2.2ポイントの増加となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期業績予想につきましては、令和元年５月14日に公表いたしました業績予想を修正しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,203,859 6,294,188 

受取手形及び売掛金 4,933,427 3,621,668 

商品 76,589 660,906 

原材料 15,626 27,535 

仕掛品 185,478 505,898 

その他の流動資産 472,362 619,513 

貸倒引当金 △7,967 △5,601 

流動資産合計 11,879,377 11,724,108 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,458,301 2,358,424 

土地 2,430,862 2,403,242 

リース資産（純額） 1,456,671 1,091,218 

その他（純額） 729,587 858,098 

有形固定資産合計 7,075,422 6,710,984 

無形固定資産 99,806 399,895 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,129,144 3,100,266 

退職給付に係る資産 1,363,963 1,555,500 

繰延税金資産 292,253 348,651 

その他の投資及びその他の資産 581,718 579,711 

貸倒引当金 △28,759 △28,759 

投資その他の資産合計 5,338,320 5,555,369 

固定資産合計 12,513,549 12,666,249 

資産合計 24,392,927 24,390,358 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

未払金 2,989,008 2,592,143 

短期借入金 455,800 430,800 

リース債務 607,969 574,479 

未払法人税等 189,027 284,377 

賞与引当金 403,450 340,784 

その他の引当金 52,100 12,100 

その他の流動負債 318,638 317,596 

流動負債合計 5,015,995 4,552,281 

固定負債    

長期借入金 55,500 27,400 

役員退職慰労引当金 92,512 113,113 

退職給付に係る負債 221,101 213,553 

リース債務 964,031 830,861 

その他の固定負債 145,313 53,611 

固定負債合計 1,478,457 1,238,538 

負債合計 6,494,452 5,790,819 

純資産の部    

株主資本    

資本金 300,000 300,000 

資本剰余金 5,750 5,750 

利益剰余金 15,125,587 15,789,751 

自己株式 △734 △805 

株主資本合計 15,430,603 16,094,697 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 485,043 352,336 

退職給付に係る調整累計額 92,313 100,525 

その他の包括利益累計額合計 577,356 452,862 

非支配株主持分 1,890,514 2,051,979 

純資産合計 17,898,474 18,599,538 

負債純資産合計 24,392,927 24,390,358 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

売上高 13,965,702 16,004,013 

売上原価 10,134,779 11,553,342 

売上総利益 3,830,922 4,450,671 

販売費及び一般管理費 3,288,577 3,319,681 

営業利益 542,345 1,130,990 

営業外収益    

受取利息 2,001 2,805 

受取配当金 53,890 58,369 

受取賃貸料 6,353 6,220 

その他 11,940 11,632 

営業外収益合計 74,186 79,026 

営業外費用    

支払利息 14,230 12,598 

その他 13,317 23,196 

営業外費用合計 27,548 35,795 

経常利益 588,983 1,174,221 

特別利益    

固定資産売却益 － 55 

投資有価証券売却益 － 75,696 

ゴルフ会員権売却益 462 － 

特別利益合計 462 75,752 

特別損失    

固定資産除却損 1,034 5,472 

固定資産売却損 － 30,988 

特別損失合計 1,034 36,460 

税金等調整前四半期純利益 588,412 1,213,512 

法人税等 128,200 332,934 

四半期純利益 460,211 880,577 

非支配株主に帰属する四半期純利益 49,695 171,421 

親会社株主に帰属する四半期純利益 410,516 709,156 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

四半期純利益 460,211 880,577 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △375,722 △132,743 

退職給付に係る調整額 34,136 8,212 

その他の包括利益合計 △341,585 △124,530 

四半期包括利益 118,626 756,047 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 69,726 584,661 

非支配株主に係る四半期包括利益 48,899 171,385 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。 

 

（会計上の見積りの変更）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

  放送事業 
情報処理サ
ービス事業 

建物サービ
スその他事
業 

計 

売上高            

(1）外部顧客に対する売上高 4,988,272 8,253,755 723,673 13,965,702 － 13,965,702 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
50,989 66,593 347,161 464,744 △464,744 － 

計 5,039,262 8,320,349 1,070,835 14,430,446 △464,744 13,965,702 

セグメント利益 322,632 208,568 10,448 541,650 694 542,345 

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成31年４月１日 至 令和元年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

  放送事業 
情報処理サ
ービス事業 

建物サービ
スその他事
業 

計 

売上高            

(1）外部顧客に対する売上高 4,749,587 10,576,389 678,036 16,004,013 － 16,004,013 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
46,700 84,226 357,674 488,601 △488,601 － 

計 4,796,288 10,660,616 1,035,710 16,492,615 △488,601 16,004,013 

セグメント利益 390,315 725,304 17,335 1,132,955 △1,964 1,130,990 

（注）１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４.（参考）個別業績の概要

（１） 個別経営成績

  令和元年3月期第3四半期の業績（平成31年4月1日～令和２年12月31日）

                                                                     （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

２年３月期第３四半期 4,796 △4.8 390 21.0 458 13.9 402 17.4 

31年３月期第３四半期 5,039 △0.3 322 101.5 402 73.5 342 95.6 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

２年３月期第３四半期 67.10 － 

31年３月期第３四半期 57.15 － 

 
 
（２） 個別財政状態

 

  総資産 純資産 

  百万円 百万円 

２年３月期第３四半期 13,172 11,973 

31年３月期 13,018 11,748 
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